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　７月２０日、ひまわりの里にて「第３３回ひまわり

まつり」オープン式が催され、全３２日間に渡るひま

わりまつりがスタートしました。

　当日は展望台の前でテープカットが行われ、勇壮な

北竜太鼓や、北竜中学校吹奏楽部の演奏、展望台から

餅まきが行われオープン式に華を添えました。

　また引き続き、観光センターの中にて鏡開きも行わ

れ、来場者にこも樽の祝い酒が振る舞われました。

第３３回ひまわりまつり

オープン式開催

　７月１２日に公民館にて、約１５０名の参加のもと、

交通安全町民集会が開催されました。

　佐野町長の「これからひまわりのシーズンを迎えて

交通量が増えますが、町民一丸となって交通安全運動

の推進をお願いします」との挨拶に引き続いて、板垣

交通安全協会長から「交通事故死ゼロの継続に向け

てがんばっていきましょう」との挨拶が述べられま

した。

　その後、佐々木商工会青年部長による力強い交通安

全の決意表明が行われ、続いて澤田ＪＡきたそらち女

性部北竜支部長が大会宣言を行い、交通安全の推進を

誓い集会を終了しました。

　集会終了後には、「ジャンボ人の波運動」が実施され、

集会参加者、園児、小中学校の児童生徒らが国道２７

５号線の沿道に並び、交通安全旗を掲げながら通行す

る車両に交通安全を呼びかけました。

町民一丸となって

交通安全町民集会
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　さっぽろ北竜会（小西秀雄会長）の定期総会・懇親

会が６月３０日に札幌サンプラザ・ホテルで開催され、

懇親会に佐野町長を始めとした北竜町の各団体長が出

席しました。

　北竜町からは近況報告として、「いなカードを活用

した行政ポイント制度」の実施や、新たに発行された

「Ｐｅｔｉｔ ＪＰ０１（プチ・ジェイピーゼロワン）

北竜町」について説明が行われました。

　懇親会では、北竜町の地名を用いたビンゴゲーム・

抽選会・カラオケなどのアトラクションが催され、皆

で賑やかなひとときを過ごしました。また、会の最後

には参加者全員で手をつなぎ、童謡「ふるさと」を合

唱し、より一層の絆を深めました。

さっぽろ北竜会

故郷の思い出を語り交流

　６月２４日、金比羅公園において、竹林均さん（岩

村）・柴崎和男さん（和本町）をはじめとする空知の

指導林家の方々が、真竜小学校３年生児童を対象に「さ

くらを育てる体験学習」を実施しました。

　児童らは、指導林家の指導のもと、公園の桜の果実

を採取。水で洗いながら種を取り出し、乾燥させてか

ら公園敷地内に播種しました。翌年には芽吹き、６年

生時に卒業記念として植樹する予定となっています。

真竜小学校

さくらを育てる体験学習

　７月７日、香川県まんのう町にて、第３回ひまわり

オイルサミットが開催され、佐野町長が出席しました。

　ひまわりオイルサミットは、ひまわりによる景観や

ひまわりオイルなどを通じて地域振興に取り組んでい

る全国の自治体等が、その魅力を共同で全国にＰＲす

ると共に、情報交換・交流・連携を通じ、さらなる地

域活性化を図ることを目的として開催されています。

　今回は、北竜町ほか１市２町が自らの取り組み事例

を発表し、意見交換を行いました。なお、次回は来年

度北竜町での開催が予定されています。

第３回全国ひまわりオイル

サミットに参加
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　ひまわりの里を訪れる方を美しい道路でおもてなし

しようと、７月８日に北竜建設業協会（佐々木康宏会

長）の会員、札幌開発建設部深川道路事務所職員、北

央道路工業(株)職員、町建設課職員の約３３名が昨年

に引き続き、和十字街から碧水までの草取りのボラン

ティア活動を行いました。

おもてなしの気持ちで

国道２７５号線の草取り

　６月２４日から２６日の３日間、町民や町内事業所

勤務者など、約２００名がひまわりの里で草取り・間

引きのボランティア活動を実施しました。

　手作業で、一つ一つ丁寧に雑草が取り除かれた美し

いひまわり畑が、今年も観光客をお迎えします。

ひまわりの里で２００名が

草取りボランティア

　地元の特産品を味わってもらいたいと、６月２６日、

ひまわりすいか生産組合（渡邊俊成組合長）から、永

楽園、和保育所、真竜小学校、北竜中学校にひまわり

すいかが寄贈されました。

　真竜小学校では児童会役員が代表して受け取り、早

速翌日の給食にて、食べ頃に冷やされたひまわりすい

かが児童らに振る舞われました。

地元の味覚

ひまわりすいかを寄贈

　６月２８日に北竜中学校にて、町内のお母さんと赤

ちゃんのご協力のもと、北竜中学校３年生を対象に「赤

ちゃんふれあい教室」が開催されました。

　赤ちゃんをあやしたり、抱っこさせてもらうなどの

ふれあいを通じて、命の大切さを学ぶと共に、おもり

の入った妊婦疑似体験セットを身に着けての階段の昇

り降りなども体験し、妊婦さんの大変さを身をもって

感じていました。

赤ちゃんの愛らしさに

笑顔いっぱいの中学生
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　北空知大会〔７月２～３日〕

　　　　■野 球 部　　　　　　　　　　 １回戦　北竜 １ー４ 秩父別・沼田

　　　　■バレーボール部　～ ３位（空知大会出場権を獲得）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予選　　北竜 ２－０ 新十津川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決勝トーナメント

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２回戦　北竜 ２－０ 奈井江

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準決勝　北竜 ０－２ 雨竜・妹背牛　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３位４位代表順位決定戦　北竜 ０－２ 沼田

　　　　■卓 球 部　　男子シングルス　　１回戦敗退　森島大樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３回戦敗退　滝本哲也

　　　　　　　　　　　女子シングルス　　２回戦敗退　五十嵐真央、道下葵

　空知大会〔７月９日〕

　　　　■バレーボール部　　　　　　１回戦　北竜 １－２ 栗山

北竜中学校中体連結果

上下水道料金改定について

●令和元年１０月に実施される消費税率の改定(８％ → １０％)に伴い、料金の改定をします。

※１０月の使用水量から適用され１１月分水道（下水道・浄化槽）使用料から算定します。

●水道加入負担金も令和元年１０月１日から消費税が１０％となります。

※水道加入負担金：住宅新築などで水道を新設する場合の負担金です。

【現行の料金表】 （１０月分まで）

【新料金表】 （１１月分から）

区　　　分

水道料金 下水道・浄化槽料金

基本料金
超過料金 

１㎥につき
基本料金

超過料金 

１㎥につき
一般用（福祉） ６㎥ １，６００円 ２６０円 ６㎥ １，４８０円 ２４０円
一　般　用 １０㎥ ２，６７０円 ２６０円 １０㎥ ２，４６０円 ２４０円
臨　時　用 １０㎥ ５，８６０円 ２６０円 １０㎥ ５，０６０円 ２４０円

区　　　分

水道料金 下水道・浄化槽料金

基本料金
超過料金 

１㎥につき
基本料金

超過料金 

１㎥につき
一般用（福祉） ６㎥ １，６３０円 ２７０円 ６㎥ １，５００円 ２５０円
一　般　用 １０㎥ ２，７１０円 ２７０円 １０㎥ ２，５００円 ２５０円
臨　時　用 １０㎥ ５，９７０円 ２７０円 １０㎥ ５，１５０円 ２５０円

新規加入負担金
１０８，０００円　　　１１０，０００円
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議会広報委員会Ｎｏ．３３８

　

令
和
元
年
第
２
回
定
例
会
は
６

月
20
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

発
議

○
ま
ち
づ
く
り
等
調
査
特
別
委
員

会
の
設
置
に
つ
い
て

　
委
員
長　
　

藤
井　

雅
仁

　
副
委
員
長　

北
島　

勝
美

承
認

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
〔
北
竜
町
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
〕

原
案
可
決

○
北
竜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
個
別
排
水
処
理
施
設
管

理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て

○
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て

○
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　
既
定
予
算
に
１
１
５
，
５
９
９

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
，

９
０
７
，
３
８
３
千
円
と
す
る
補

正
予
算

○
令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て

　
既
定
予
算
か
ら
１
，
７
４
９
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
３
０

９
，
０
５
１
千
円
と
す
る
補
正
予

算○
令
和
元
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

　
既
定
予
算
に
５
，
２
４
４
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
１
９
，

５
４
４
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

に
つ
い
て

　
既
定
予
算
に
３
，
０
０
９
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
１
１
１
，

７
０
９
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

　
収
益
的
収
入
で
５
０
０
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
６
８
，
０
６
６

千
円
と
す
る
。

報
告
済

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

に
つ
い
て

○
株
式
会
社
北
竜
振
興
公
社
の
経

営
状
況
を
説
明
す
る
書
類
の
提
出

に
つ
い
て

意
見
書
提
出

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
省

庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に

関
す
る
意
見
書

○
日
米
貿
易
協
定
交
渉
か
ら
日
本

の
農
業
・
農
村
を
守
る
要
望
意
見

書

　

第
23
回
議
会
議
長
杯
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
は
７
月
７
日
に
開
催
さ

れ
、
43
名
（
男
性
28
名
、
女
性
15

名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
も
良
く
、
絶
好
の

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
日
和
で
あ
り
、
町

民
の
方
々
と
交
流
し
な
が
ら
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
●
男
子
の
部
　
優
勝

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

勝
造

　
●
女
子
の
部
　
優
勝

　
　
　
　
　
　
　

大
路　

恵
津
子

　
●
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

勝
造

　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

剛

第
23
回
議
会
議
長
杯

　　

町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
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６
月
20
日
に
開
会
さ
れ
た
第
２
回
定

例
会
で
は
、
２
名
の
議
員
か
ら
２
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

尾
崎
議
員

あ
か
る
い
農
法
の
時
代

に
活
躍
で
き
る
人
材
を

尾
崎
議
員

　

「
あ
か
る
い
農
法
の
時
代
に
活

躍
出
来
る
人
材
を
」
と
い
う
こ
と

で
、
相
互
の
立
場
で
本
音
を
理
解

し
合
い
北
竜
町
の
夢
を
実
現
さ
せ

た
い
。

　

ま
ず
ひ
と
つ
目
は
、
町
に
と
っ

て
移
住
者
が
ど
の
よ
う
な
存
在
か

と
い
う
点
で
、
町
か
ら
見
た
移
住

者
、
特
に
新
規
就
農
者
は
ど
の
よ

う
な
存
在
だ
っ
た
か
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
ふ
た
つ
目
と

し
て
、
新
規
就
農
者
を
受
け
入
れ

た
当
時
の
行
政
の
反
省
点
が
あ
れ

ば
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

佐
野
町
長

　

ひ
と
つ
目
に
つ
い
て
、
新
規
就

農
者
は
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な

ど
の
問
題
を
抱
え
る
本
町
の
農
業

に
お
い
て
、
非
常
に
大
切
で
貴
重

な
存
在
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た

担
い
手
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
移

住
者
は
夢
や
希
望
・
専
門
的
知
識

を
持
っ
て
移
住
さ
れ
て
お
り
、
町

民
も
新
鮮
な
刺
激
を
受
け
、
よ
り

良
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

ふ
た
つ
目
に
つ
い
て
は
、
そ
の

頃
の
関
係
者
が
す
で
に
退
職
し
、

詳
し
く
調
査
す
る
こ
と
が
難
し
い

が
、
当
時
は
受
け
入
れ
農
家
の
体

制
作
り
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
新
規
就
農
者
の
希
望
や
意

見
を
十
分
に
聞
き
取
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
は
指
導
農
業
士
を
中
心
と

し
た
受
け
入
れ
体
制
を
構
築
し
て

お
り
、
４
月
か
ら
は
新
規
就
農
推

進
員
を
配
置
し
、
受
け
入
れ
メ
ニ

ュ
ー
か
ら
研
修
後
の
就
農
メ
ニ
ュ

ー
体
系
的
な
支
援
体
制
の
整
備
を

図
っ
て
い
る
。
今
後
も
新
規
就
農

者
の
良
き
相
談
相
手
と
な
り
な
が

ら
、
事
業
を
進
め
て
い
く
。

尾
崎
議
員

　

総
合
計
画
の
「
あ
か
る
い
農
法

ひ
ま
わ
り
の
町
北
竜
町
」
に
お
い

て
、
人
口
減
少
に
ど
う
対
処
し
て

い
く
か
を
提
案
し
た
い
。

　

町
は
全
国
的
に
活
躍
さ
れ
て
い

る
デ
ザ
イ
ナ
ー
等
の
外
部
か
ら
の

知
恵
を
受
け
入
れ
る
、
謙
虚
さ
と

柔
軟
さ
に
優
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。
外
部
の
方
々
と
接
す
る
中

で
町
に
居
住
す
る
と
普
通
の
豊
か

さ
は
当
た
り
前
な
の
で
は
な
く
、

町
特
有
の
「
能
力
」
で
あ
る
と
気

付
か
さ
れ
る
。
守
っ
て
い
き
た
い

「
ひ
ま
わ
り
」
は
デ
ザ
イ
ン
の
中

に
し
っ
か
り
存
在
し
て
お
り
、「
あ

か
る
い
」
に
は
町
民
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
高
齢
化
・
人
口
減
少
に

対
抗
し
て
い
く
た
め
の
困
難
を
乗

り
超
え
る
力
に
な
る
と
思
う
。

　

行
政
の
反
省
点
と
し
て
体
制
作

り
が
不
十
分
で
就
農
者
の
希
望
や

意
見
を
十
分
に
聞
き
取
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

就
農
者
は
そ
れ
ま
で
の
生
活
を
投

げ
打
っ
て
の
夢
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
し
て
い
る
。
慣
れ
な
い
土
地
で

の
不
安
と
緊
張
は
大
き
く
、
目
指

す
こ
と
が
う
ま
く
伝
わ
ら
ず
食
い

違
い
や
誤
解
が
数
多
く
あ
っ
た
の

が
と
て
も
残
念
で
、
解
決
し
な
い

ま
ま
物
事
を
進
め
て
志
を
持
つ
人

材
を
失
望
さ
せ
、
去
ら
せ
て
し
ま

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
は
町
に

は
大
き
な
損
失
で
あ
る
。

　

な
ぜ
ダ
メ
だ
っ
た
の
か
を
調
査

す
る
の
は
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、

受
け
入
れ
を
進
め
る
た
め
に
中
間

的
な
立
場
で
話
を
聞
く
こ
と
の
で

き
る
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
置

く
こ
と
で
、
新
規
就
農
者
と
町
と

の
よ
り
良
い
関
係
を
育
て
て
い
く

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
新
規
就
農
推

進
員
を
配
置
と
の
こ
と
だ
が
、
受

け
入
れ
、
就
農
メ
ニ
ュ
ー
等
の
支

援
体
制
の
整
備
を
具
体
的
に
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

細
川
産
業
課
長

　

元
農
協
職
員
の
桜
庭
氏
を
新
規

就
農
推
進
員
と
し
て
招
き
、
行
政

だ
け
で
は
詳
し
く
分
か
ら
な
い
農

業
分
野
に
お
い
て
、
指
導
農
業
士

や
農
協
と
一
緒
に
話
し
合
い
研
修

メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
し
て
い
る
。
ま

た
、
見
や
す
く
心
を
つ
か
む
よ
う

な
掲
示
物
を
作
成
し
、
新
農
業
人

フ
ェ
ア
等
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
。

高
橋
副
町
長

　

作
物
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ニ
ュ
ー
を

新
規
就
農
者
に
提
供
し
、
指
導
士

と
と
も
に
聞
き
取
り
、
構
築
し
て

い
け
る
よ
う
に
し
て
い
く
。ま
た
、

就
農
段
階
で
は
個
人
か
法
人
か
な

ど
希
望
を
聞
き
、
情
報
等
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
る
。

中
村
議
員

町
民
の
健
康
管
理
に

つ
い
て

中
村
議
員

　

住
民
健
診
に
つ
い
て
は
、
国
民

健
康
保
険
の
方
を
対
象
に
、
委
託

契
約
を
結
ん
だ
医
療
機
関
で
の
受

診
に
よ
り
、
助
成
措
置
を
行
い
デ

ー
タ
の
管
理
も
行
っ
て
い
る
が
、
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昨
年
12
月
に
月
形
の
お
友
達

議
員
に
誘
わ
れ
て
傍
聴
席
に
足

を
踏
み
入
れ
た
町
議
会
。

　

特
有
の
緊
張
感
と
い
う
怪
物

が
議
場
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
私
に

向
か
っ
て
挑
ん
で
く
る
感
覚
と

で
も
表
現
し
ま
し
ょ
う
か
。
そ

れ
ほ
ど
私
の
生
活
に
は
異
次
元

の
空
間
だ
っ
た
の
で
し
た
。

　

な
ん
と
急
展
開
で
「
異
次
元
」

を
「
仕
事
場
」
に
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
数
ヶ
月
が
経
過
し
、
な

ん
と
か
怪
物
は
ク
リ
ア
で
き
た

よ
う
で
す
。

　

早
春
の
農
作
業
に
並
行
し
な

が
ら
入
学
式
や
祭
事
等
数
々

の
行
事
に
出
席
し
て
新
年
度
の

ス
タ
ー
ト
に
心
新
た
に
し
た
り
、

更
に
地
域
の
行
政
視
察
で
、
私

た
ち
が
快
適
に
過
ご
す
た
め
に

多
く
の
設
備
や
多
く
の
方
々
が

携
わ
っ
て
い
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
た
り
、
道
内

行
政
視
察
で
全
道
町
村
議
会
議

員
集
団
に
見
る
景
色
や
学
び
に

新
鮮
な
感
覚
を
味
わ
っ
た
り
。

　

年
齢
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
ま
だ

小
学
生
の
社
会
見
学
レ
ベ
ル
で

す
が
、
時
代
を
受
け
継
ぎ
次
世

代
へ
の
最
善
の
受
け
渡
し
が
出

来
る
よ
う
務
め
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ど
な
た
で
も
「
ま
ち

づ
く
り
」
の
現
場
に
傍
聴
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

（
尾
﨑
圭
子
）

委
託
契
約
を
結
ば
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
理
由
は
何
か
。
近
年
の
受
診

率
の
推
移
を
提
示
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

ま
た
、
対
象
者
で
そ
れ
以
外
の

医
療
機
関
で
の
受
診
者
は
何
人
い

る
の
か
。
過
去
に
、
個
人
デ
ー
タ

を
提
出
し
て
ほ
し
い
旨
の
案
内
が

あ
っ
た
が
、
現
状
で
ど
の
程
度
把

握
し
て
お
り
、
今
後
も
デ
ー
タ
の

集
約
を
し
て
い
く
の
か
。

　

最
後
に
、
健
診
受
診
率
の
上
下

に
よ
る
影
響
は
あ
る
の
か
伺
い
た

い
。

佐
野
町
長

　

生
活
習
慣
病
対
策
の
推
進
と
し

て
平
成
20
年
４
月
か
ら
医
療
保
険

者
毎
に
特
定
健
康
診
査
並
び
に
特

定
保
健
指
導
を
実
施
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
40
歳
以

上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対

象
に
北
海
道
対
が
ん
協
会
と
深
川

市
立
病
院
と
委
託
契
約
を
結
ん
で

い
る
。
ま
た
助
成
額
に
つ
い
て
は

Ｊ
Ａ
巡
回
ド
ッ
ク
受
診
者
も
含
め

て
全
額
助
成
し
て
い
る
。

　

委
託
先
以
外
の
受
診
者
は
把
握

で
き
て
い
な
い
が
、
近
年
の
受
診

率
は
50
か
ら
54
％
で
国
の
目
標
の

60
％
に
は
到
達
し
て
い
な
い
。
平

成
30
年
度
か
ら
委
託
先
以
外
の
受

診
者
か
ら
の
デ
ー
タ
提
出
を
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
方
を
含
め
検
診

受
診
者
数
に
反
映
し
て
い
る
。
現

在
の
制
度
で
は
国
民
健
康
保
険
加

入
者
以
外
の
デ
ー
タ
の
把
握
は
で

き
な
い
が
本
人
の
希
望
に
よ
り
デ

ー
タ
を
基
に
保
健
指
導
を
行
っ
て

い
る
。

　

今
後
も
目
標
受
診
率
に
到
達
す

る
よ
う
努
力
し
、
国
民
健
康
保
険

料
の
上
昇
を
抑
制
し
て
い
く
と
共

に
、
健
康
教
育
、
健
康
相
談
の
機

会
を
通
し
て
健
康
管
理
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

中
村
議
員

　

全
額
助
成
を
行
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
個
人
負
担
は
な
い

と
い
う
こ
と
か
。

南
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

　

受
診
の
自
己
負
担
に
つ
い
て

は
、
特
定
健
診
は
無
料
で
あ
り
、

ま
た
、
住
民
健
診
時
に
実
施
さ
れ

る
が
ん
検
診
は
、
国
民
健
康
保
険

加
入
者
に
限
ら
ず
無
料
で
受
診
で

き
る
。

　

な
お
、
委
託
し
て
い
る
深
川
市

立
病
院
の
人
間
ド
ッ
ク
は
１
万
円

の
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

中
村
議
員

　

健
診
は
町
が
指
定
す
る
医
療
機

関
で
受
診
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

が
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
で

受
診
す
る
こ
と
で
、
主
治
医
へ
の

相
談
も
し
や
す
い
と
考
え
る
。
デ

ー
タ
の
提
出
が
増
え
れ
ば
多
く
の

町
民
の
傾
向
な
ど
把
握
し
て
、
保

健
指
導
の
指
針
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

　

ま
た
、
デ
ー
タ
集
積
に
当
た
っ

て
は
、
指
定
す
る
検
査
項
目
を
満

た
し
、
領
収
書
を
提
出
す
る
こ
と

で
、
一
部
助
成
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
。

佐
野
町
長

　

人
間
ド
ッ
ク
は
現
在
、
深
川
市

立
病
院
に
限
っ
て
お
り
、
個
々
の

受
診
し
て
い
る
病
院
で
受
診
し
た

方
が
利
便
性
も
高
く
助
成
で
き
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
町

民
の
健
康
に
つ
い
て
町
が
ど
こ
ま

で
支
援
で
き
る
か
検
討
の
時
間
を

い
た
だ
き
た
い
。

中
村
議
員

　

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
行
え
れ
ば
、
本
人
の
精
神
的
・

肉
体
的
苦
痛
や
金
銭
的
負
担
が
減

る
の
で
、
今
後
、
協
議
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
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産前産後期間の国民年金保険料が
免除となります！

■免除期間

出産予定日又は出産日が属する月の前月から４か月間（以下「産前産後免除期間」といいます。）

の国民年金保険料が免除されます。なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日又は出産日が属する月

の３か月前から６か月間の国民年金保険料が免除されます。

※出産とは、妊娠８５日（４か月）以上の出産をいいます（死産、流産、早産された方を含みます）。

■対象者

産前産後免除期間に国民年金第１号被保険者の期間を有する方

※出産日が平成３１年２月１日以降の方が対象になります。

■届出時期

出産予定日の６か月前から届出可能です。

■届出先

役場住民課戸籍年金係

【問い合わせ先】

役場住民課戸籍年金係　　℡３４－２１１１

忘れずに
手続きを
しましょう

　現在小型家電については燃えないごみとして収集していますが、北空知衛生センターではパソコン

や携帯電話は燃えないごみとして収集しておりません。

　 本年度もパソコン・携帯電話を回収します。下記日程で回収いたしますので、ぜひこの機会にご

利用いただきますようお願いいたします。

　　回 収 日　　令和元年８月５日（月）～９日（金）

　　回収時間　　午前９時～午後５時まで

　　回収場所　　すこやかセンター

　　回収品目　　ご家庭で利用のノートパソコン、デスクトップパソコン・モニター、携帯電話

　　　　　　　　※デスクトップパソコンのブラウン管ディスプレイは収集できません

　　　　　　　　※プリンター・キーボード・マウスは燃えないごみに出してください。

　　回収料金　　無料

　  お 願 い　　個人情報が含まれますので、データを削除の上直接ご持参願います。

　　問い合わせ先　　役場住民課町民生活係　℡３４－２１１１

廃パソコンを回収します
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今
月
の
行
政
相
談

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
又
は
要
望
や
意
見
な
ど

を
受
付
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
口
頭
、
電
話
、

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
付

て
い
ま
す
。

今
月
の
定
例
相
談
日

　

８
月
20
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

　

長
谷
川 

秀
幸

　

℡
３
４
・
２
６
１
１

ちびっこひろば
○日  時　８月７日（水）10:00～11:30

　場  所　和保育所内　支援センター室

　内  容　保育所行事体験「七夕まつり」

　持ち物　参加料

○日  時　８月28日（水）10:00～11:30

　場  所　和保育所　玄関前

　内  容　バス遠足「わくわくエッグ」

　持ち物　参加料、お弁当

ピカピカキッズ
○日  時　８月23日（金）10:00～11:30

　場  所　すこやかセンター 

　内  容　食育「手作りおやつ」 

　持ち物　親子エプロン

北竜町地域子育て支援センター
℡ ３４ー３６７７

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

8/4
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

啓南歯科医院
℡ 0125-24-1020

8/11
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

近藤歯科医院
℡ 35-2538

8/12
（月）

斎藤整形外科医院
℡ 23-3511

あさひ歯科クリニック
℡ 0125-22-0033

8/18
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

小西歯科医院
℡ 0124-23-0102

8/25
（日）

深川市立病院
 (担当医・町立沼田厚生クリニック
 　　　　　　　 院長　鳥本 勝司）

℡ 22-1101

スマイル歯科
℡ 0125-74-5028

9/1
（日）

深川市立病院
 (担当医・深川内科クリニック
 　　　　　　　   院長　山崎 充）

℡ 22-1101

杉澤歯科クリニック
℡ 32-2832

休　日　当　番　医

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、

　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

北
竜
町
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
募
集

　

北
竜
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し

ま
す
。

募
集
人
員　

介
護
職
員　

若
干
名

採
用
日
　　

10
月
１
日

勤
務
時
間　

午
前
８
時
15
分
～

　
　
　
　
　

午
後
５
時

給
与

　

月
額　

１
４
８
，
６
０
０
円

　

（
経
験
年
数
に
よ
り
加
算
あ
り
）

　

(

通
勤
手
当
・
賞
与
等
あ
り)

各
種
保
険　

雇
用
保
険
、
健
康
保

険
、
厚
生
年
金
保
険
適
用

応
募
条
件　

・
有
資
格
者
又
は
、
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
が
可
能
な
方

・
普
通
運
転
免
許
取
得
者

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
在
住
者

応
募
締
切　

９
月
５
日(

木)

応
募
方
法　

履
歴
書
、
健
康
診
断

書
、
運
転
免
許
証
の
写
し
を
添
え

て
北
竜
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
申

込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

北
竜
町
社
会
福
祉
協
議
会　
　

 

℡
３
４
・
２
４
３
５

(

仮
称)

や
わ
ら
保
育
園
・

並
木
公
園
名
称
募
集

　

令
和
２
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
予

定
の(

仮
称)
や
わ
ら
保
育
園
の
名

称
を
募
集
し
ま
す
。

名
称
募
集
施
設

(

仮
称)

や
わ
ら
保
育
園
・
並
木
公
園

募
集
期
間
　
８
月
１
日(

木)

～

　
　
　
　
　

９
月
30
日(

月)

応
募
方
法

住
民
課
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
、

又
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
に

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
課(

和
保
育
所
準
備
室)

℡
３
４
・
２
１
１
１

FAX
３
４
・
３
７
６
６

Ｅ
メ
ー
ル 

… 
j
u
m
i
n
@
t
o
w
n
.

hokuryu.hokkaido.jp
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心
配
ご
と
相
談

　

民
生
委
員
児
童
委
員
・
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
次

の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

８
月
20
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

担
当
者

　

民
生
委
員
児
童
委
員

　
　

近
江
委
員
・
川
本
委
員

　

人
権
擁
護
委
員

　
　

澤
田
委
員

８月の保健行事

健診結果お返し会（相談会）

　1日（木）

　　10:00～16:00 すこやかセンター

　2日（金）

　 　10:00～12:30 美葉牛研修センター

　　13:30～16:00 碧水生きがいセンター

はつらつキッズクッキング

　7日（水）

　　10:00～13:00 すこやかセンター

すこやかセンター親子自由開放

 19日（月）

　　10:00～16:00 すこやかセンター

レディース検診（子宮・乳がん）

 21日（水）

　　８:30～11:00 すこやかセンター

　　　　 ※時間は変更の可能性もあります。

健康相談

 28日（水）

　　10:00～11:00 すこやかセンター

　　 13:30～14:30 碧水地域支え合いセンター

９
月
２
日
は
個
人
事
業
税

第
１
期
分
の
納
期
限
で
す

　

納
税
通
知
書
は
第
１
期
分
と
第

２
期
分
を
合
わ
せ
て
８
月
９
日
に

発
送
さ
れ
ま
す
。

●
８
月(

第
１
期)

と
11
月(

第
２

期)

の
２
回
に
分
け
て
納
め
ま
す

(

年
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合
は

８
月
に
全
額
納
め
ま
す)

。

●
年
の
中
途
で
事
業
を
辞
め
た
人

は
、
別
に
指
定
し
た
期
限
ま
で
に

納
め
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
と
き
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
一

括
納
付
が
困
難
な
と
き

②
口
座
振
替
納
税
を
利
用
す
る
と

き問
い
合
わ
せ
先

空
知
総
合
振
興
局

深
川
道
税
事
務
所

℡
２
３
・
３
５
７
８

２
０
１
９
年
度

自
衛
官
等
募
集
案
内

■
自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定

月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
33
歳

未
満
の
男
女

受
付
期
間　

７
月
１
日(

月)

～

　
　
　
　
　

９
月
６
日(

金)

試
験
期
日

９
月
17
日(

火)

・
18
日(

水)

９
月
23
日(

月)

の
い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

(

旭
川
春
光
町)

※
一
般
曹
候
補
生
、
航
空
学
生
の

募
集
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
南

地
区
隊

 

℡
０
１
６
６
・
５
５
・
０
１
０
０

■
役
場
総
務
課
庶
務
係

 

℡
３
４
・
２
１
１
１

■
募
集
相
談
員

中
島
則
明
・
村
上
勝
博
・
高
橋
敬
子

「
出
会
い
は
人
生
の
種
ま
き
」

田
村
美
香
さ
ん
講
演
会

　

フ
リ
ー
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の

田
村
美
香
さ
ん
に
よ
る
、元
気
村
・

夢
の
農
村
塾
講
演
会
「
出
会
い
は

人
生
の
種
ま
き
」
が
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

８
月
27
日(

火)

　
　

 

午
後
３
時
～
５
時

　
　

(

午
後
２
時
30
分
受
付
開
始)

場
所　

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち

　

 

営
農
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

　

(

深
川
市
メ
ム
10
号
線
山
3
線)

定
員　

60
名

申
込
期
限　

８
月
17
日(

土)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ア
グ
リ
工
房
ま
あ
ぶ
内
担
当

　

田
中
・
石
水

　

℡
２
６
・
３
３
３
３

まちの動き
７月１日現在（前月比）

世帯数　８３８世帯(＋３)

 人口 １, ８３０人(－６)

　男　　　８７２人(－７)

　女　　　９５８人(＋１)
（外国人含）
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北竜町の事件・事故の発生状況（6月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数 町民が町外で
第１当事者となった
人身事故件数空き巣

事務所
荒らし

車上
狙い

暴行 その他 合計

2019年 ０ ０ ０ １ ０ １

2018年 １ ０ ０ ０ ０ １

人 身 事 故 物 損 事 故

2019年 ０ 2019年 28

2018年 １ 2018年 55

2019年 ０

2018年 ０

水
難
事
故
防
止
の
た
め
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
波
の
力
で
倒
さ
れ
た
り
、
沖
に

流
さ
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

●
指
定
さ
れ
た
海
水
浴
場
内
で
、

遊
泳
し
ま
し
ょ
う
。

●
体
調
不
良
時
や
飲
酒
後
の
遊
泳

は
危
険
で
す
。

●
釣
り
を
す
る
と
き
は
、
救
命
胴

衣
を
必
ず
着
用
し
て
、
安
全
な
場

所
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
は
遊
泳
区
域

に
入
ら
な
い
こ
と
。

海
や
川
　
危
険
が
一
杯

潜
ん
で
る

　借金、離婚、相続・遺言、不動産、消費者問題や「これは法律問題なんだろうか？」

などの日頃の悩みを弁護士に相談してみませんか？

　旭川弁護士会では、普段弁護士がいない地域の住民が弁護士に相談をできるよう「無

料法律相談」を開催しています。

　   ■日　時　９月６日(金)　午後１時３０分～午後４時３０分

　   ■場　所　公民館　（和室）

　   ■相談弁護士　旭川弁護士会所属　深川総合法律事務所　石井洋文弁護士

　   ■予約受付　役場総務課庶務係　℡３４－２１１１

　     　　　　　先着順で予約制とします。当日空きがある場合は受付いたします。

　     　　　　　※申込が多数の場合は、お受けできないことがあります。

旭川弁護士会　無料法律相談 in 北竜

北
方
領
土
返
還
署
名
に

ご
協
力
を

　

択
捉
島
、
国
後
島
、
色
丹
島
及

び
歯
舞
群
島
か
ら
な
る
北
方
四
島

は
い
ま
だ
か
つ
て
一
度
も
外
国
の

領
土
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
我
が

国
固
有
の
領
土
で
あ
り
、
北
方
四

島
の
早
期
返
還
実
現
は
、
道
民
の

み
な
ら
ず
、
日
本
国
民
の
悲
願
で

あ
り
ま
す
。

　

北
方
領
土
は
、
北
海
道
の
行
政

区
に
あ
り
、
北
海
道
に
は
北
方
四

島
を
追
わ
れ
た
元
島
民
が
数
多
く

住
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
北
方
領

土
返
還
運
動
は
北
海
道
が
原
点
と

な
っ
て
全
国
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
ひ
と
り
一
人
が
北
方
領
土

問
題
を
正
し
く
理
解
し
、
北
方
四

島
の
早
期
返
還
に
向
け
て
署
名
運

動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
署
名
用
紙
は
、
役
場
・

観
光
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
・
ひ
ま

わ
り
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
・
サ
ン
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に
備
え
て
あ
り
ま

す
の
で
、
目
に
と
ま
り
ま
し
た
ら

署
名
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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令和２年度 北竜町職員採用試験

【保健師職】

１．受   付   期   間　　令和元年８月１日（木）から令和元年８月３０日（金）まで（必着）

２．試　　 験 　　日　　令和元年１０月上旬予定（土・日を予定）

３．試　 験 　会 　場　　北竜町役場　（雨竜郡北竜町字和１１－１）

４．募集職種及び人員　　保健師職　１名

５．受　 験　 資　 格

６．試　 験　 方　 法　　適性試験、論文試験、面接試験により実施します。

７．採用予定年月日　　令和２年４月１日付採用予定

８．申込書の請求先 　 ・北竜町役場総務課に 保健師職希望 と明記の上、請求して下さい。

　　　　　　　　　　　　・郵送による場合は、１２０円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（Ａ４版

                          が入る大きさ）を必ず同封し請求して下さい。

 　　　　　　　　　　　  《役場住所》　〒０７８－２５１２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北竜町字和１１番地１　北竜町役場 総務課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL ０１６４－３４－２１１１

　保健師の資格を有する者、又は令和２年３月３１日までに取得見込みの者

で、年齢が概ね３０歳以下の者。かつ採用後北竜町へ移住できる者で、普

通自動車免許を有する者。

【建築技術職】

１．受   付   期   間　　令和元年８月１日（木）から令和元年８月３０日（金）まで（必着）

２．試　　 験 　　日　　令和元年１０月上旬予定（土・日を予定）

３．試　 験 　会 　場　　北竜町役場　（雨竜郡北竜町字和１１－１）

４．募集職種及び人員　　建築技術職　１名

５．受　 験　 資　 格

６．試　 験　 方　 法　　第１次試験：教養試験、作文試験、適性試験

　　　　　　　　　　　　第２次試験：面接試験（第１次試験合格者に対して１１月中旬～下旬実施予定）

７．採用予定年月日　　令和２年４月１日付採用予定

８．申込書の請求先 　 ・北竜町役場総務課に 建築技術職希望 と明記の上、請求して下さい。

　　　　　　　　　　　　・郵送による場合は、１２０円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（Ａ４版

                          が入る大きさ）を必ず同封し請求して下さい。

 　　　　　　　　　　　  《役場住所》　〒０７８－２５１２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北竜町字和１１番地１　北竜町役場 総務課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL ０１６４－３４－２１１１

　建築設計、施工について実務経験が２年以上ある者で、１級建築士又は

２級建築士の資格を有する者で、年齢が概ね３５歳以下の者。かつ採用後

北竜町へ移住できる者で、普通自動車免許を有する者。
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　夏本番の暑い季節となりました。

さて、今年に入り深川地区消防組

合では7月1日現在で10件の火災が

発生し、昨年の同期と比べると1件

増加となっています。4月に入って

からの火災は、「焼却していたもみ

殻が風に飛ばされ、納屋に延焼し

た。」、「屋外でゴミを燃やしていた

ところ、枯草又は廃材に燃え広がっ

た。」など屋外で火入れしていたこ

とによる火災がほとんどでした。

春先のこの時期は空気が乾燥し強

風が吹くことから、組合管内だけ

でなく、各地で野火火災が多発し

ていますので、火の取り扱いには

十分注意する必要があります。

　また、屋外での火入れは、「廃棄

物の処理及び清掃による法律 第16

条の2」により禁止されています。

基準に従わない屋外での廃棄物な

どのゴミ焼きには厳しい罰則が適

用され、「5年以下の懲役若しくは

1,000万円以下の罰金、又はこの併

科」となっています。

　廃棄物をドラム缶や簡易焼却炉

で燃やすことは、基準を満たして

いないため罰則の対象となる場合

があります。廃棄物を燃やすこと

は、廃棄物の不適正処理であり、

ダイオキシン類や塩化水素など有

害物質の発生原因になるだけでな

く、煙・すす・悪臭により周囲の

人に迷惑をかけることになります。

また、風向きによっては煙が道路

に流され、交通の妨げにもなりま

す。廃棄物には一般ゴミも含まれ

ますので、ドラム缶や簡易焼却炉

では燃やさずに、お互いがこころ

よい環境で過ごすためにも、適正

に処理するようにしてください。

　廃棄物の分別は種類に応じて廃

棄し、庭木の枝葉、農作物の廃棄

物についても定められた方法で処

理又は堆肥化するようにお願いし

ます。

　さらに、野火火災の発生原因の

一つにタバコのポイ捨てなどがあ

ります。最近では健康意識の高ま

りにより、喫煙される方も少なく

なっていますが、いまだにタバコ

による火災は多くありますので、

タバコを吸うときは灰皿のあると

ころで吸うか、屋外などでは携帯

灰皿を使用し、タバコのポイ捨て

防火教室を開催しませんか？
　北竜消防では、町内会や各事業所、各種団体からのご要望により防火教室を随時

開催します。消火訓練やAEDの使用方法を含めた救命講習など必要に応じて実施い

たしますので、お気軽にご連絡ください。

( T E L ： 0 1 6 4 - 3 4 - 2 2 0 0  /  F A X ： 0 1 6 4 - 3 4 - 4 0 0 9 )

敷地内でゴミ焼きを
　　　　　していませんか？

はしないようにお願いします。

　最後になりますが、屋外での火

災のほとんどは皆さん一人一人の

心がけによって未然に防ぐことが

できます。これから夏の遊びとし

て花火をする方も多いと思われま

すが、屋外での火の取り扱いには

十分注意し、楽しい夏の思い出を

作りましょう。　　　　　　（谷川）

防火管理者を置く施設の皆様へ

お知らせ

　令和元年度甲種防火管理新規講

習が、令和元年9月26日(木)・27日

(金)の2日間の日程で、深川消防総

合庁舎にて開催されます。

申込期間は、令和元年8月5日(月)

～9月12日(木)までですので、申し

込みを希望される方は、北竜消防

予防係までお問い合わせをお願い

します。

 　北竜町無火災期間（令和元年７月２０日現在）
 　　　　 第１分団区域　　　　　４１８日間
 　　　　 第２分団区域　　　　　１０３７日間

令和元年深川地区消防組合管内火災発生件数　　１０件
内訳　北　竜　０件　　深　川　７件　　秩父別　０件
 　　 妹背牛　２件　　沼　田　０件　　幌加内　１件
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お
盆
は
13
日
と
15
日
が
午
前
診

療
で
、
14
日
は
休
診
で
す
。

　

僕
の
親
父
は
小
児
科
医
で
す
。

も
う
87
歳
で
医
院
は
閉
院
し
ま
し

た
が
、
検
診
業
務
な
ど
を
行
っ
て

お
り
働
い
て
い
ま
す
。
自
動
車
も

ま
だ
持
っ
て
は
い
る
よ
う
で
す
。

乗
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
少
し
心
配
で
す
。

　

僕
が
医
学
生
の
時
に
、
や
は
り

親
の
跡
を
継
い
だ
方
が
い
い
の
か

と
思
い
小
児
科
も
検
討
し
て
い
ま

し
た
。
大
学
病
院
の
小
児
病
棟
は

重
症
患
者
さ
ん
が
ほ
と
ん
ど
で
小

さ
く
て
可
愛
い
赤
ち
ゃ
ん
や
幼
児

が
健
気
に
病
と
立
ち
向
か
っ
て
い

る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
な

ん
と
か
力
に
な
り
た
い
、
ど
う
に

か
し
て
あ
げ
た
い
と
思
う
気
持
ち

は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
戦
い
の

中
に
は
負
け
戦
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
状
況
を
見
て
し
ま
う
と
、

若
造
の
軟
弱
な
神
経
は
グ
サ
リ
と

削
り
取
ら
れ
精
神
的
に
参
っ
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。

　

当
時
は
そ
ん
な
タ
フ
な
仕
事
を

続
け
る
自
信
も
気
力
も
持
て
ま
せ

ん
で
し
た
。（
小
児
科
の
先
生
方

に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
）

　

内
科
は
ど
う
だ
ろ
う
？
範
囲
は

広
い
が
、
や
り
が
い
の
あ
る
科
と

思
え
ま
し
た
。
ま
た
高
齢
者
が
お

亡
く
な
り
に
な
る
場
合
は
自
然
の

摂
理
に
従
う
場
合
も
多
い
だ
ろ
う

か
ら
、
そ
の
辺
り
の
ス
ト
レ
ス
は

小
児
科
よ
り
は
軽
減
さ
れ
る
だ
ろ

う
と
い
う
若
造
の
浅
は
か
な
理
屈

も
恥
ず
か
し
な
が
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

結
局
は
内
科
医
と
し
て
30
年
以

上
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

北
竜
に
来
て
20
年
以
上
経
過
し
ま

す
が
、
数
年
前
か
ら
徐
々
に
で
す

が
や
っ
ぱ
り
若
造
の
考
え
は
欠
点

だ
ら
け
だ
っ
た
と
気
付
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
い
ま
す

と
、
赤
ち
ゃ
ん
や
幼
児
は
可
愛
い

で
す
。
じ
い
さ
ん
、
ば
あ
さ
ん
達

も
あ
る
意
味
可
愛
い
で
す
が
見
か

け
は
彼
ら
に
比
べ
る
と
負
け
ま
す
。

　

若
か
ろ
う
が
年
寄
り
だ
ろ
う
が
、

疾
病
で
あ
ろ
う
が
老
衰
で
あ
ろ
う

が
死
は
厳
粛
な
物
で
あ
り
軽
重
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
正
直
に
言

い
ま
す
と
幼
く
若
い
懸
命
に
生
き

よ
う
と
し
た
命
と
天
寿
を
全
う
し

た
命
は
同
じ
も
の
で
す
が
、
周
り

に
与
え
る
影
響
に
差
が
出
て
し
ま

う
の
は
致
し
方
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
高
齢
者
の
場
合
、
診
察
室

で
お
話
し
た
り
、
笑
っ
た
り
し
て

時
間
を
か
け
て
お
互
い
に
大
人
同

士
と
し
て
関
係
を
築
き
上
げ
て
い

き
ま
す
。
最
初
は
仕
事
上
の
関
係

で
す
が
、
長
い
間
お
付
き
合
い
し

て
い
る
と
友
人
と
言
え
る
関
係
が

出
来
上
が
っ
て
き
ま
す
。

　

年
老
い
た
友
人
が
徐
々
に
弱
っ

て
行
っ
た
り
、
物
忘
れ
が
出
始
め

た
り
、
終
い
に
は
僕
の
事
を
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
を
日

常
的
に
体
験
し
ま
す
。
さ
ら
に
大

事
な
友
人
の
臨
終
を
宣
言
し
な
く

て
は
い
け
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

自
分
も
中
年
に
な
り
、
そ
ろ
そ

ろ
年
寄
り
の
仲
間
入
り
だ
な
と
思

う
年
頃
で
す
。
気
心
の
し
れ
た
友

人
を
失
う
事
は
か
な
り
の
精
神
的

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
す
。

　

や
は
り
死
別
の
悲
し
み
は
年
齢

な
ど
は
関
係
な
く
、
同
じ
よ
う
に

つ
ら
い
も
の
で
し
た
。

　

時
々
い
な
く
な
っ
た
友
人
達
を

思
い
浮
か
べ
て
は
、
あ
～
も
う
僕

を
元
気
づ
け
て
く
れ
る
こ
と
は
な

い
ん
だ
～
な
ん
て
思
い
ま
す
。

（
お
い
、
医
者
の
く
せ
に
患
者
に

励
ま
さ
れ
て
い
た
の
か
？
ハ
イ
）

　

お
盆
に
は
故
人
を
ゆ
っ
く
り
偲

ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２５２

お 盆

北竜町立診療所

休診日のお知らせ
　８月１３日(火)午後、８月１４日(水)終日、８月１５日(木)午後は休

診となります。また８月２８日(水)は、午後３時より浦本先生が深川市

において介護認定審査会に出席のため、午後は休診となります。

ぼん
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北竜町教育委員会

ひまわり大学入学式・６月講座を開催

　６月１３日に「ひまわり大学」の６月講座を公民

館にて行いました。

　今回の講座は、地域包括支援センター保健師の神

薮次長による健康に関する講話後に、深川市立病院

で皮膚・排泄ケア認定看護師をされている藤原智美

氏を講師としてお招きし、「高齢者の爪と足のケア」

と題し講演をしていただきました。

　参加した学生たちは熱心にメモをとり、身近な問

題として傾聴する様子が見られました。

図書館から新刊のお知らせ
・王様ゲーム起源8.08　　　　金沢　伸明

・百花　　　　　       　　 川村　元気

・カウントダウン・シティ　　ベン・H・ウィンタース

他多数の図書が入りましたのでお知らせします。

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

8月5・12・19・26日（毎週月曜日）

火～土曜日 9:00～18:00 日曜日 9:00～17:00

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

8/5 （月）
子ども会リーダーキャンプ

（～8/6）
金比羅公園 13:00～

8/6 （火）B&G海洋レクリエーション体験 滝川市 10:30～

8/7 （水）和保育所七夕まつり 和保育所

8/8 （木）ひまわり大学講演会 公民館 10:00～

8/13（火）
こどもと高齢者のふれあい

事業「工作教室」
公民館 10:00～

8/20（火）北竜盆踊り大会 観光センター 18:00～

8/21（水）小中学校始業式 小中体育館

8/24（土）芸術鑑賞の旅 札幌市  9:30～

8/25（日）第６６回町民体育大会 真小グラウンド 11:00～

8/28（水）
真竜小学校６年生修学旅行

（～8/29）
札幌方面

生涯学習カレンダー

　６月２３日に「子どもと高齢者のふれあい事業　

レクリエーション大会」を開催しました。３つのレ

クリエーションを通して、子どもとふれあい推進委

員さんの交流も深まり、終始笑顔の絶えない楽しい

時間になりました。

子どもと高齢者のふれあい事業
「レクリエーション大会」を開催

　６月２２日に第２４回教育長杯町民パークゴルフ

大会が４７名の参加のもと開催されました。

　当日は、あいにくの大雨となりましたが、白熱し

た勝負が繰り広げられ、本大会では青年層参加の団

体戦(農協、商工青年部)を設け、一般参加者とパー

クゴルフをしながら交流を深め、大いに盛り上がり

ました。

「教育長杯町民パークゴルフ大会」
を開催
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父　

井
沼　

大
地  

さ
ん

母　
　
　

  

瞳　

  

さ
ん

お
か
し
と
マ
マ
が
大
好
き
で
す
。

          

り
ん

井
沼　

鈴 

ち
ゃ
ん

平
成
30
年
７
月
17
日
生
ま
れ

皆様お気軽に町長室にお越し下さい。

８月の町長室開放デーは、２１日（水）です。

午前１０：００から１２：００まで　　午後２：００から４：００まで

佐野町長とのふれあいプロジェクト

訥
訥
と
祖
に
礼
ま
い
つ
田
水
沸
く 

　
　
　
　
　
　
山
本
玲
子

語
部
の
神
木
村
の
夏
寒
し
　
　
　
　 

　  

　
　
　
阿
部
れ
い
子

億
年
の
滴
り
鍾
乳
石
の
仏
　
　
　
　
　  

　 

　
　
吉
尾
広
子

向
日
葵
の
村
の
真
ん
中
墓
地
座
る 

　    

　
　
　
山
岸
正
俊

初
競
り
の
メ
ロ
ン
は
宝
石
気
取
り
な
り
　
　 

　
　
山
下
好
晴

夫
の
忌
の
記
憶
ふ
く
ら
む
雲
の
峯 

　 

　
　 

　
　
佐
光
久
美
子

男
と
は
田
の
力
な
り
青
田
風
　
　
　 

　  

　
　
　
杉
本
隆
文

行
末
を
令
和
の
夏
に
考
え
る
　
　
　
　  

　 

　
　
高
田
紀
子

■
お
誕
生
お
め
で
と
う

板　

谷  

川
上　

旭あ
さ
ひ陽  

く
ん

　
　
　
　
　
　

 　

   

（
６
月
９
日
）

　
　
　

  
晃
平
さ
ん
・
彩
さ
ん

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

古　

作　

後
藤　

健
介　

氏 

70
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

（
６
月
20
日
）

桜　

岡　

干
場   

一 　

氏 
90
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

（
６
月
22
日
）

三　

谷　

川
本 

勝
次
郎 

氏 

78
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

（
６
月
26
日
）

碧　

水　

中
山　

義
輝　

氏 

91
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

（
７
月
７
日
）

生
前
の
お
礼
と
し
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

  

古
作　
　

後
藤　

照
子   

様

　
　

桜
岡　
　

干
場　

俊
子   

様

　
　

三
谷　
　

川
本　

智
子   

様

　
　

碧
水　
　

中
山　

ミ
ヨ
子 

様

　

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
事
業
へ

　

  

桜
岡　

  

干
場　

俊
子  

様

寄
付

　

永
楽
園
へ

　
　

三
谷　
　

川
本　

智
子  

様


